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自己点検 ･評価委員会 :石田茂光 ･鴨場武忠 ･小嶋群三 ･茂原信生 ･中村克樹 ･隅田 根 ･
林 基治 ･平井啓久 ･松村秀一
(文ff:林 基治)
VCOEとしての活動
1.COE形成基礎研究費 ｢類人猿の進化と人類の成立｣
平成12年度研究全般について
研究課題を以下の 4班構成で進めている｡社会 ･生態斑ではウガンダ国のカリンズの森に
新しいチンパンジーのためのフィールドの確立を目的として特に現地スタッフの訓練を行い､日
本人が帰国している場合にも体毛､尿､発などの非俊雄的試料の収集を開始した.森に5km.の
迫を500mおきに 10本切り､そこを何日かごとに歩き､ネストからの試料採収を行っている｡
コンゴで試料収JSを行いチンパンジーの中部のP.種の試料を採取した.この丑椎についての試料
は世界的に見て希少である｡来年度も継続調査を予定している｡タンザニア､マハレ山塊国立公
園で､野生チンパンジーが柴を両手で持ち口をつけるという行動が観察されてきたが､何のため
の行動なのが粥らかでなかった｡同公園での一年に及ぶ､M典団の調査をおこなった｡調査中に
リーフグルーミングに使用された葉50枚を回収し､うち1枚に死んだシラミ成虫が付着してい
るのを確認した｡またビデオ記録により､シラミがチンパンジーの下唇から葉へ移され､二つに
折り外側からシラミをつぶし､再びシラミをロに戻すのを確認した｡この行動は､毛づくろいで
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